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短期大学教授　吉　田　恵　子
　イギリス，ブラッドフォード大学平和科学部のS．E．ペリゴ講師は，1993
年5月6日から6月5日まで本学国際交流センターの短期招請に応じて滞在
した。この間，学部学生に対して「現代イギリスの女性問題と労働党」と「女
性，フェミニズム，戦争そして平和」のテーマで講演し，また研究者向けに
「戦後フェミニズム論」を報告した。
　以下では，「戦後フェミニズム論」の骨子を紹介するが，その前に，ペリ
ゴ女史の研究テーマについて簡単に触れておきたい。
　彼女は「ジェンダーと労働党』（Gender　and　the　Politics　of　the　Labour
Party）をエジンバラ大学プレスから出版する予定であるが，彼女の研究
テーマは上記のタイトルによく示されている。彼女は，ロンドン大学（LSE）
で経済学を学び，オックスフォード大学とシカゴ大学大学院で政治理論を研
究した。そして後者の二つの大学で政治理論と「女性問題」とを結びつけて研
究を進めた。フェミニズムを現代の政治理論に関わらせて論じることにより，
彼女は労働党の政策に接近し，　「女性の権利と平和」の課題を論究すること
に至っている。彼女はまた「実践家」でもある。現在は，イギリス第4の大
都市リーズ市の市議会議員であり，労働党の「女性問題」対策の責任者でも
ある。彼女は，文字通り，「理論と実践」を我が物としている。
　彼女は，　「ジェンダー」の問題を，歴史的に考察すると同時に経済社会シ
ステムとの関わりで論究する。例えば，独立労働党（ILP）による女性の組
織化の考察は，イギリスにおける「階級」と「ジェンダー」，　「働く女性」
と「ジェンダー」，そして女性解放運動の組織化（女性労働同盟）を考察し
て，やがて，女性問題，とりわけジェンダーの問題を労働党がどのように対
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応し，そしてその問題解決のために，経済社会システムとの関連で，いかな
る社会政策を掲げてきたのか，また掲げているのかの論述となっている。
　「現代イギリスの女性問題と労働党」の講義で述べているように，ペリゴ
女史はまた，「現代フェミニズムが提起している諸問題」を考える場合，「社
会における女性の立場と利害は一様ではない」こと，　「現代イギリスにおけ
る女性の生活機会を決定する際に重要な役割を果すものは階級と民族である」
こと，従って，現在なお依然として「すべての女性もすべてのフェミニスト
も，今日，女性が直面しているもっとも重要な問題は何か，またその問題に
焦点を当てるためにはいかなる戦略がベストか，ということに関して意見の
一致をみていない」ことを強調している。彼女のかかる見解は，「女性の社
会的，政治的そして経済的不平等の問題は多くの女性にとって本質的な関心
事ではあるが，女性が直面している問題のいくつかは『平等を要求する』と
いう次元では厳密に議論され得ない」のであり，結局，女性の「オートノミ
ィの要求」に行き着くことを示唆している。彼女はこれを，　「近代社会にお
いて『女性である』ことが『意味する』ことについての男性的定義」からの
「解放」である，と表現するのである。
　「戦後フェミニズム論」は，このような論点を明確にしているペリゴ女史の
研究テーマに沿った研究報告である。以下，その内容を簡潔に示そう。
　先に示したように，　「社会における女性の立場と利害は一様ではない」こ
とを前提としながらも，彼女はフェミニズムをこう定義する。　「その目標が，
女性に対する差別を撤廃し，男性による社会の支配を打ち破るための思想，
行動あるいは政策である。」
　この定義に基づいて，また主にイギリスのフェミニズム運動に焦点を当て
て，「戦後フェミニズム論」が展開される。先ず最初に，彼女は「現代フェ
ミニズムの起源」を1960年代後期に西ヨーロッパ社会において経験された「フ
ェミニズムの復活」に求める。即ち，高等教育を受けた若い女性が，　「反戦
運動」や「学生運動」それに「新左翼運動」に参加することによって社会運
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動の意義を学んだことから，彼女たちが自らをフェミニズムに導いていった
のである。とはいえ，そのために既に1950年代に，シモン・ドゥ・ボーヴォ
アールの『第二の性』やジュリエット・ミッチェルの『もっとも長い道』な
どが一定の思想的影響力を用意していたのであるが。
　次に彼女は，1970年代に展開されたフェミニズム思想の役割を明らかにす
る。即ち，自由主義フェミニズム・急進主義フェミニズム・社会主義フェミ
ニズム，である。これら3つの「フェミニズム」は「性の平等」あるいは
　「性差」についての問題をめぐってイデオロギー上の分裂を経験している。
　自由主義フェミニズムは，「性」（ジエンダー）に基づく恣意的な差別化
の排除を目標としている。それ故，自由主義フェミニストは，女性のための
「平等な権利」と「機会均等」の必要性を強調する。自由主義フェミニスト
は，　「男女同一賃金」，　「教育の機会均等」，　「児童保護法」，　「妊娠中絶
法改正」を支持しているが，基本的に，立法や教育政策の領域での進歩的改
革によって，根本的な社会的変化なしに「平等」が達成され得る，と考えて
いる。イギリスにおいては自由主義フェミニズムの影響力は閉鎖的な政治的
参加機構のためにさほど大きくはないが，アメリカの「全国女性組織」（N
OW）がこの立場を代表している。しかしながら，自由主義フェミニズムは，
結局，実質的に自らの性に関して「既得権」を得ている専門職の女性や高等
教育を受けた女性にのみ利益を与えることになる，と批判されている。
　急進主義フェミニズムは，単なる「平等の権利」を求めるのではなく，そ
れとはまったく異なる，新しい種類の政治運動，即ち，男女両性間の諸関係
を変えていく政治運動を展開しようとしてきた。その主要な要求は「平等」
よりもむしろ「抑圧からの解放」である。　「女性の従属」こそ「社会の家父
長制的本質」を現している，と見る急進主義フェミニストは，「男性権力の
破壊」を主張し，従って，そのために「自治的な女性運動」を標榜するので
あるが，他方でその「自治（権）」の範囲と性質についての相異がその運動
それ自体の内部に生じてきている。だが，このフェミニストの政治運動は地
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方分権的民主主義，草の根民主主義と参加型民主主義の重要性を強調するこ
とによって，1970年代に高いプロファイルを一与えられたのである。
　社会主義フェミニズム，とりわけマルクス主義フェミニズムは，　「家父長
的家族制度」の概念を拒否しないとはいえ，女性に対する特殊な抑圧は資本
主義の「要求」と関係がある，という見解をもつ。即ち，それは，「男性支
配」の存続を，資本主義および資本主義的社会関係に対する「機能」という
観点から説明する。従って，社会主義フェミニズムは，急進主義フェミニズ
ムが「ジェンダー」を特別扱いし，また女性と男性を，両者があたかも内面
的に区別されないカテゴリーであるかのように論じ，それ故にまた，　「すべ
ての男性」と「すべての女性」について論じる傾向があるのに対して，資本
主義の影響力と男性の影響力とを切り離すことは困難である，との立場をと
．ることにより，階級的差異と人種的差異にきわめて敏感に反応する。
　このように，フェミニストの間には明確なイテオロギー上の相違があり，
この相違がまた，男女両性がもっている共通の人間性を強調する「普遍的な
人間本性」という概念に訴えるフェミニストと，「女としての性差」の重要
性を強調することで，　「女性らしさ」を伸ばし，高めていくことを目標とす
るフェミニストとの間に，フェミニズム思想の基本的で永続的な対立の存在
を生んでいるのである。
　それでは，この袋小路から抜け出す方法はあるのか，と問われれば，残念
ながら，現在のところは「ない」，と言わざるをえない。女性の多様性が認
識されていくに従って，また，女性の利害が女性のアイテンティティの他の
側面，即ち，階級，人種，性的優先性によって構成される，ということが認
識されるに従って，統一的なフヱミニズムの政治運動の可能性はますますも
って不確実なものになっていくのである。1980年代において，一つの運動と
してのフェミニズムが，ますます多様に，そしてますますバラバラになって
いった，ということだけは確かに言い得るのである。
　しかしながら一と，ペリゴ女史は主張する一フェミニズム運動は，その
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「量」を定めることは困難ではあるが，イギリス社会に重要なインパクトを
与えていることは確かである。フェミニズムは，男女双方が女性についてど
のように思考するのか，という観点から，彼や彼女の意識を結果的に変えて
きたからである。これこそが，フェミニズムが社会一文化的領域に対して
与えている実質的インパクトなのである。
　最後に一言付言させていただく。セーラ・ペリゴ女史は，本学で講義・講
演した論文の他にいくつかの論文を用意してきた。それらの論文も内容豊か
なフェミニズム論である。機会があれば紹介したいと考えている。
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